
５
月
に
３
０
０
０
人
規
模
の
日
中
観
光
文
化
交
流
団

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ・Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ・日
観
振
の
３
団
体
が
主
催

　
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
の
田
川
博
己
会
長
が
実
行
委
員
長
を
務
め
る
日
中
観
光
文
化
交
流

団
実
行
委
員
会
は
２
月
25
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
東
海
大
学
校
友
会
館
で
記
者

会
見
を
開
き
、
５
月
に
３
０
０
０
人
規
模
の
訪
中
団
を
北
京
を
は
じ
め
中
国
各

都
市
へ
送
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
低
迷
が
続
く
訪
中
日
本
人
旅
行
者

の
回
復
と
日
中
間
の
双
方
向
交
流
拡
大
に
向
け
て
、
訪
中
団
は
大
き
な
弾
み
に

な
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

訪
中
旅
行
の
取
り
組
み
強

化
に
も
好
機

　

田
川
会
長
は
、日
中
観
光
文
化
交
流

団（
団
長
＝
絹
谷
幸
二・東
京
芸
術
大
学

名
誉
教
授
／
国
土
強
靭
化
総
合
研
究

所
代
表
、副
団
長
＝
山
口
範
雄・日
本
観

光
振
興
協
会
会
長
）の
訪
中
に
つ
い
て
、

「
2
0
2
0
年
に
4
0
0
0
万
人
の
双

方
向
交
流
時
代
を
実
現
す
る
こ
と
を
目

指
す
上
で
、日
本
人
の
年
間
海
外
旅
行

者
数
を
2
0
0
0
万
人
ま
で
拡
大
す
る

た
め
に
も
、訪
中
旅
行
者
数
を
早
期
に

3
0
0
万
人
台
に
戻
す
こ
と
が
極
め
て

重
要
だ
」と
語
り
、そ
の
意
義
を
強
調
し

ま
し
た
。

　

中
国
を
訪
れ
る
日
本
人
旅
行
者
数

は
、2
0
0
7
年
に
3
9
7
万
人
に
達

し
て
4
0
0
万
人
の
大
台
に
迫
って
い
た

も
の
の
、2
0
1
4
年
に
は
2
7
2
万
人

ま
で
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

　

田
川
会
長
は
、訪
中
旅
行
者
数
に
は

ビ
ジ
ネ
ス
需
要
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
て
、「
大
手
旅
行
会
社
の
数
字
だ

け
を
見
た
場
合
、訪
中
レ
ジ
ャ
ー
需
要
は

2
0
1
2
年
と
の
比
較
で
も
10
％
台
に

と
ど
ま
る
ほ
ど
低
迷
し
て
い
る
」こ
と
を

明
ら
か
に
し
、訪
中
旅
行
者
の
回
復
を
図

る
こ
と
が
旅
行
業
界
に
とって
も
喫
緊
の

課
題
と
なって
い
る
と
訴
え
ま
し
た
。

　

そ
の一
方
で
、田
川
会
長
は
、昨
年
11

月
に
開
催
さ
れ
た
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済

協
力
会
議（
A
P
E
C
）首
脳
会
合
の

際
、日
中
首
脳
会
談
が
実
現
し
た
の
に

続
い
て
、太
田
昭
宏
国
土
交
通
大
臣
と

中
国
国
家
旅
遊
局
の
李
金
早
局
長
と

の
会
談
が
開
か
れ
た
こ
と
に
も
言
及
。

「
2
0
1
5
年
と
2
0
1
6
年
の
2
年

間
で
日
中
間
の
交
流
拡
大
に
向
け
た
取

り
組
み
を
具
体
化
す
る
こ
と
が
合
意
さ

れ
、昨
年
12
月
以
降
は
、中
国
各
地
か
ら

の
観
光
セ
ミ
ナ
ー
開
催
が
東
京
を
中
心

に
急
増
し
て
お
り
、日
中
間
の
観
光
需
要

の
回
復
に
向
け
て
、民
間
レ
ベ
ル
で
の
観

光
交
流
と
日
本
か
ら
の
訪
中
ア
ウ
ト
バ
ウ

ン
ド
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
好
機
を

迎
え
て
い
る
」と
い
う
認
識
を
示
し
て
い

ま
す
。

　
田
川
会
長
に
よ
る
と
、今
回
の
日
中
観

光
文
化
交
流
団
が
官
民
の
協
力
に
よ
る

双
方
向
交
流
を
テ
ー
マ
と
す
る
動
き
で

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、訪
中
期
間
中
に

は
、海
外
旅
行
の
需
要
回
復
の

を
握
る

中
国
と
の
関
係
改
善
を
図
る
重
要
な
行

事
と
し
て
、日
本
の
観
光
関
係
者
と
中
国

側
旅
行
会
社
に
よ
る
商
談
会
や
観
光
交

流
の
夕
べ
、訪
日
ト
ラ
ベ
ル
フェア
な
ど
も

開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。ま
た
、日
本
の

旅
行
業
界
か
ら
中
国
側
に
対
し
て
、特
別

参
観
企
画
な
ど
の
実
現
も
要
請
し
て
お

り
、イ
ベン
ト
な
ど
を
絡
め
た
旅
行
商
品

化
も
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

田
川
会
長
は
、中
国
が
数
多
く
の
世

界
遺
産
を
は
じ
め
と
す
る〝
観
光
の
宝

庫
〞で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、「
今
回
の
訪

中
団
を
通
じ
て
民
間
か
ら
観
光
交
流
復

活
の
機
運
を
盛
り
上
げ
、中
国
の
良
さ
を

再
認
識
し
、デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョン
と
し
て

の
新
し
い
中
国
の
魅
力
を
引
き
出
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
強
調
し
ま
し

た
。

地
方
創
生
へ
日
中
地
域
間

交
流
を
拡
大

　
日
中
観
光
文
化
交
流
団
の
実
現
に
向

け
て
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た

全
国
旅
行
業
協
会（
A
N
T
A
）の
二
階

俊
博
会
長
は
、「
中
国
か
ら
日
本
を
訪
れ

る
旅
行
者
は
順
調
に
増
加
し
て
い
る
が
、

日
本
か
ら
中
国
を
訪
れ
る
旅
行
者
は
減

少
傾
向
が
続
い
て
お
り
、関
係
者
の
間
で

は
以
前
か
ら
状
況
の
打
開
を
語
り
合
って

き
た
中
で
、中
国
側
か
ら
も
た
び
た
び
改

善
の
要
請
を
受
け
て
き
た
」こ
と
を
明
ら

か
に
し
、「
今
回
、改
め
て
、3
0
0
0
人

規
模
の
訪
中
団
を
編
成
し
て
中
国
の
各

都
市
を
訪
問
し
、旅
行・観
光
交
流
に
つ

い
て
両
国
間
で
意
見
の
交
換
を
し
よ
う

と
い
う
こ
と
に
なっ
た
」と
説
明
し
て
い
ま

す
。

　

二
階
会
長
は
、2
0
0
0
年
の「
日

中
文
化
観
光
交
流
使
節
団
2
0
0
0
」

で
は
北
京
へ
5
2
0
0
人
、2
0
0
2

年
の「
国
交
正
常
化
30
周
年
記
念
日
中

友
好
文
化
観
光
交
流
事
業
」で
も
北
京

へ
1
万
3
0
0
0
人
、2
0
0
7
年
の

「
日
中
国
交
正
常
化
35
周
年
記
念
観

光
交
流
事
業
」で
は
中
国
の
19
都
市
へ

2
万
5
0
0
0
人
が
訪
れ
た
こ
と
を
振

り
返
り
、3
0
0
0
人
を
目
指
し
て
い

る
今
回
の
日
中
観
光
文
化
交
流
団
で
も
、

「
5
0
0
0
人
く
ら
い
は
集
ま
る
も
の

と
思
って
い
る
」と
期
待
を
示
し
ま
し
た
。

記者会見では、旅行・観光分野の官民トップが顔を揃え、日中間の双方向交流拡
大に込める熱い思いを語りました中国国家旅遊局の杜江副局長（右）を表敬訪問した田川 JATA会長

杜江副局長（右）を表敬訪問



　J
A
T
A
の
田
川
博
己
会
長
を
は

じ
め
と
す
る
役
員
21
人
が
3
月
20
日

か
ら
22
日
ま
で
の
3
日
間
に
わ
た
っ
て

中
国
を
訪
れ
、5
月
の
3
0
0
0
人

規
模
に
及
ぶ
訪
中
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
成
功

に
向
け
て
、中
国
側
に
全
面
協
力
を
要

請
し
ま
し
た
。

　中
国
国
家
旅
遊
局
の
杜
江
副
局
長

は
、訪
中
ミ
ッ
シ
ョン
に
つい
て「
重
要
イ

ベン
ト
と
し
て
最
大
限
の
受
け
入
れ
態

勢
を
整
え
る
」
方
針
を
示
し
、

J
A
T
A
に
よ
る
日
中
観
光
交
流
に

対
す
る
貢
献
へ
の
謝
辞
を
表
明
。さ
ら

に
、今
年
が「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
観
光
の

年
」に
当
た
る
こ
と
か
ら「
ツ
ー
リ
ズ
ム

E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン
」に
は
20
ブ
ー
ス
を

出
展
し
て
大
規
模
代
表
団
を
派
遣
、

新
た
な
中
国
の
観
光
素
材
を
紹
介
す

る
意
向
を
明
ら
か
に
し
て
、日
本
の
旅

行
会
社
に
よ
る
商
品
化
へ
の
期
待
を

示
し
ま
し
た
。

　同
副
局
長
は「
日
本
が
重
要
な
市

場
で
あ
る
」こ
と
を
指
摘
し
て「
友
情

と
努
力
で
中
日
関
係
を
好
転
で
き
る
」

と
語
り
、「
頻
繁
に
往
来
し
て
相
互
に

会
う
こ
と
が
大
切
だ
」と
強
調
し
て
い

ま
す
。

　木
寺
昌
人
在
中
国
日
本
大
使
も
訪

中
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て「
政
治
的
に
も

重
要
」と
の
認
識
を
示
し「
最
大
限
の

協
力
」を
約
束
。大
使
公
邸
で
昨
年
、

中
国
の
観
光
関
係
者
を
招
き
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
を
開
催
し
た
こ
と
に
言
及
し
、

5
月
に
も
同
様
の
対
応
を
検
討
す
る

考
え
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、訪
中
ミ
ッ
シ
ョン
の
特
別
参
観

先
と
し
て
国
家
博
物
館
と
す
る
こ
と

が
決
ま
り
、旧
歴
史
博
物
館
と
旧
革

命
博
物
館
が
統
合
さ
れ
リ
ニュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
た
同
博
物
館
で
、特
別
ガ

イ
ド
に
よ
る
見
学
が
実
施
さ
れ
る
予

定
で
す
。

最
大
限
の
受
け
入
れ
態
勢
整
え
る

国
家
旅
游
局
副
局
長
が
意
向
を
表
明

動き出した中国旅行

　

さ
ら
に
、二
階
会
長
は
、こ
れ
ま
で
交

流
事
業
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
形
で一般
の

旅
行
者
が
自
ら
費
用
を
負
担
し
て
参
加

し
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て「
我
々
は
誇
り

を
持
って
い
る
」と
強
調
し
、「
民
間
の
皆

さ
ん
が
少
な
く
と
も
3
0
0
0
人
を
上

回
る
規
模
で
参
加
す
る
中
で
、政
治・経

済
分
野
の
団
体
を
は
じ
め
、文
化・教
育・

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
分
野
の
団
体
な
ど
も
、

日
中
関
係
を
大
切
に
し
て
い
こ
う
と
い
う

方
向
で一つ
の
流
れ
と
な
って
いって
欲
し

い
」と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

J
A
T
A・A
N
T
A
と
と
も
に
、日

中
観
光
文
化
交
流
団
の
主
催
団
体
の一

つ
と
し
て
名
前
を
連
ね
る
日
本
観
光
振

興
協
会
の
山
口
範
雄
会
長
は
、「
会
員
の

自
治
体・観
光
協
会
を
は
じ
め
、幅
広
い

団
体
や
企
業
に
参
加
を
要
請
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
」こ
と
を
表
明
。特

に
、日
本
と
中
国
の
間
に
航
空
路
線
が

80
以
上
も
存
在
し
、日
本
の
21
空
港
か

ら
中
国
の
主
要
空
港
に
航
空
会
社
が
乗

り
入
れ
て
い
る
こ
と
も
踏
ま
え
、「
こ
の

機
会
を
利
用
し
て
、日
本
の
各
地
方
と

中
国
の
各
地
方
に
よ
る
地
域
間
交
流
の

促
進
を
図
る
」方
針
を
明
ら
か
に
し
ま

し
た
。

　

山
口
会
長
は
、「
地
域
間
の
相
互
交
流

を
促
し
て
、日
本
の
各
地
域
に
中
国
人
旅

行
者
を
誘
致
す
る
こ
と
で
、地
方
創
生
や

地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」と

意
欲
を
見
せ
て
い
ま
す
。

凍
り
つ
い
た
日
中
関
係
の

改
善
目
指
す

　
日
中
観
光
文
化
交
流
団
の
主
催
団
体

で
あ
る
J
A
T
A・A
N
T
A・日
観
振

の
会
長
と
と
も
に
、記
者
会
見
に
臨
ん
だ

観
光
庁
の
久
保
成
人
長
官
は
、今
回
の
訪

中
団
の
実
現
に
つい
て
、「
太
田
国
土
交
通

大
臣
と
李
局
長
と
の
会
談
で
両
者
が一致

し
た
双
方
向
交
流
の
取
り
組
み
具
体
化

の
ス
タ
ー
ト
を
飾
る
行
事
」と
位
置
づ
け

た
上
で
、「
日
本
か
ら
も
よ
り
多
く
の
旅

行
者
が
中
国
各
地
を
訪
れ
る
よ
う
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」と
語
り
、「
観

光
庁
と
し
て
も
全
面
的
に
協
力
し
て
き

い
た
い
」考
え
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
政
府
観
光
局

（
J
N
T
O
）の
松
山
良
一
理
事
長
は
、

日
本
を
訪
れ
る
中
国
人
旅
行
者
が
今

年
1
月
ま
で
17
カ
月
連
続
で
各
月
の
過

去
最
高
を
上
回
って
い
る
こ
と
に
言
及
し
、

「
中
国
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
潮
目
が

完
全
に
変
わっ
た
」と
説
明
。同
時
に
、松

山
理
事
長
は
、今
回
の
訪
中
時
に
現
地
で

開
催
さ
れ
る
現
地
旅
行
会
社
と
の
商
談

会
や一般
消
費
者
向
け
の
訪
日
P
R
な
ど

を
通
じ
て
、訪
中
日
本
人
旅
行
者
の
増
加

に
も
資
す
る
双
方
向
交
流
の
拡
大
を
図

る
方
針
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

　

記
者
会
見
に
は
、中
国
側
か
ら
も
、中

国
大
使
館
の
趙
偉
参
事
官
と
中
国
国
家

旅
游
局
日
本
代
表
処
の
張
西
龍
首
席
代

田川 JATA会長 二階ANTA会長 山口日観振会長 趙参事官

表
も
出
席
し
、訪
中
団
を
全
面
的
に
サ

ポ
ー
ト
す
る
意
向
を
示
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、程
永
華
駐
日
中
国
大
使
は

趙
参
事
官
が
代
読
し
た
メッ
セ
ー
ジ
の
中

で
、「
日
中
は一衣
帯
水
の
隣
国
」で
あ
り

「
和
す
れ
ば
と
も
に
利
益
を
も
た
ら
し
、

争
え
ば
と
も
に
傷
つ
く
関
係
」と
指
摘
、

「
相
互
理
解
と
国
民
感
情
の
改
善
が
、

様
々
な
分
野
で
な
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
」

と
訴
え
て
い
ま
す
。程
大
使
は
、「
観
光・

文
化
分
野
で
の
交
流
は
、相
互
理
解
を

深
め
る
た
め
に
も
、有
効
で
重
要
」と
強

調
、「
今
回
の
行
事
に
よって
、中
日
関
係

の
改
善
を
促
進
す
る
こ
と
を
確
信
し
、積

極
的
に
応
援
し
ま
す
」と
表
明
し
ま
し

た
。

　

A
N
T
A
の
二
階
会
長
は
、現
在
の
日

中
関
係
に
つい
て「
中
国
も
決
し
て
満
足

し
て
い
な
い
と
思
う
」と
い
う
認
識
を
示

し
、「
難
し
い
顔
で
首
脳
会
談
が
行
わ
れ

る
よ
う
な
凍
り
つ
い
た
日
中
関
係
の
改

善
を
目
指
し
て
、遠
回
り
か
も
し
れ
な
い

が
、訪
中
団
が
必
ず
成
功
す
る
よ
う
努

力
し
た
い
」と
決
意
を
示
し
て
い
ま
す
。


